
          3月 15 日（火）12:00 開会 
         進行：須田会員 

 

会長の時間        荒川会長 

 

会長の時間をいただきます。 

本日は会計の卓話ということで、塩谷会員からのご案内

で、常陽産業研究所チーフエコノミスト 尾家啓之様に

お越しいただいております。「人生 100 年時代の金融講

座」と題してお話しいただきます。楽しみにしています。 

そして、米山奨学生を無事終了されました趙一さんも

最後の例会出席となっております。 

まん延防止措置は、21 日で解除となりそうです。 

以上、会長の時間といたします。ありがとうございま

した。 

 

 

幹事報告        小笠原幹事 

 

l 訃報連絡です。元会員の小山高一様が 3月 5日、地

区社会奉仕委員会総括委員長の白戸里美様が 3月 8

日にご逝去されました。謹んでお悔やみ申し上げま

す。 

l IM 登録金が懇親会中止のため、半額返金になりまし

た。 

l 当クラブ Facebook フォロワーが、500 人を超えまし

た。趙一さんの茶道体験で一気に増えました。趙一

さんありがとうございます。 

 

 

委員会報告 

 

米山記念奨学委員会     石川委員長 

l 先日、米山の第一分区の送別会が、大みかクラブで

ありましたので報告いたします。 

l 皆でオリジンパークへ行ってきました。とても良い

ところでした。 

 

60 周年記念実行委員会    髙島副委員長 

l 先日の例会で、当日のスケジュールについての話が

出ましたが、当日は、13 時受付開始、14 時式典、

15 時半から祝宴ということで招待状を送付いたし

ます。 

 

 

出席報告       星副委員長 
 

 

会員数 出席 欠席 出席率 MakeUp 修正 免除 

28 名 15 名 13 名 60 ％ 2 名 68％ 8 名 

 

 

 
ニコニコ BOX       星副委員長 

 

² 塩谷先輩、尾家様、卓話よろしくお願いいたします。 

荒川会長・小笠原幹事・山本忠安・星 勝治・ 

須田 聡・弓野博司・鹿志村髙道・木本貴一・ 

小野瀬裕・川﨑健輔 

² 本日卓話担当させていただきます。 

塩谷和宏 

² 趙一さん、最後の例会です。お世話になりました。 

石川 悟 

 

本日も多くの方からニコニコ BOXへの 
ご協力 誠にありがとうございました 

 

本日計 20,000円 累計額 662,000円 

 

 

 

 

 

 
第 2820 地区 
 
 
【例 会 場】 要害クラブ TEL(0294)36-2020 
【例 会 日】 毎週火曜日 12:00～13:00 

【事 務 所】 日立市桜川町 2-25-3 桜川第 2 ビル 201 号室 

  TEL(0294)36-5074 FAX(0294)37-2176 
  Mail:info@hitachi-south-rc.org 

本日の例会：令和 4年 03 月 22 日（火） 【プログラム】卓話 / 近況報告 

 
次 回 例 会：令和 4年 04 月 05 日（火） 【プログラム】卓話 / 近況報告 

 

 

（ 

 

 

 

 

■会 長  荒 川 浩 信 ■副 会 長  池 澤  健 
■幹 事  小笠原 邦 浩  ■会報委員  鈴 木 幸 一 
 

例 会 報 告 



 

プログラム 

 

米山奨学生趙一さんに最後の奨学金と記念品授与    

 

 

 

 

 

 

 

 

l こんにちは。米山奨学生として早くも 1年が過ぎま

した。 

l 夜間例会も楽しかったですし、荒川会長からのお誘

いで貴重な茶道体験もさせていただきました。 

l 東京大学の博士である石川カウンセラーは、今では

私のアイドルです、目標です。 

l 就職のため、埼玉に住む予定ですが、茨城大学に進

学予定です。また例会に参加したいと思います。 

l 1 年間お世話になりました。ありがとうございまし

た。 

 

会計卓話          塩谷委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

l 私の方から尾家様のプロフィールを紹介させてい

ただきます。 

l 昭和 56 年、日本銀行に入行されました。 

l 平成 28 年、常陽銀行に入行し、常陽産業研究所に

出向され、チーフエコノミストとして今日ご活躍さ

れています。 

l その他、茨城キリスト教大学の客員教授もされてい

ます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

常陽産業研究所チーフエコノミスト   尾家啓之様 

 

 

 

 

 

 

 

l 今日はお招きいただきありがとうございます。 

l 演題は「人生 100 年時代の金融講座」です。 

l まず最初に、我が国の高齢化社会の現状です。 

l 総人口は、2008 年をピークに減少しています。生産

年齢人口は、1995 年をピークに減少しています。年

少人口は、1980 年代から減少しており、現在は、老

年人口のみ増加しており高齢化が進んでいます。 

l しかし老年人口も 2060 年代には減少に転じ、総人

口は一気に減少に加速します。 

l 昨年 8月現在の総人口は、1億 2500万人ほどです。

このままいきますと、2050 年代には 1億人を切る見

通しで、2065 年には 8〜9000万人になります。お先

真っ暗かと思うかもしれませんが、わたしはそうは

思いません。 

l ドイツの今の人口は 8300万人です。人口にあった

国、経済構造に変えていくことが課題になっていく

と思います。 

l 生産年齢人口は 1995 年から 25 年の間で 1200万人

減少しています。現在の労働力人口は、6500万人で

す。年配の方も、女性の方も働いています。 

l 寿命は延びていますが、心身ともに自立した健康寿

命も延ばすことに、県も施策を進めています。 

l 人口分布の表を見ていただきます。昔は人口ピラミ

ッドと言われていましたが、現在はピラミッド型と

は言えません。 

l 団塊世代、団塊ジュニア世代が分布図でコブとなっ

ていますが、団塊ジュニアの子供世代にコブ層があ

りません。増えていないのです。と言いますのも、

就職氷河期があり、家庭を持つ人が少なかったこと

も原因です。 

l 2019年 6月に、老後 2000万問題が出ました。私は

とても良い金融審議会の報告書だと思っています。

ただ世の中では誤解をされてしまいました。今でも

金融庁 HPで読むことができます。 

l 今後は、健康寿命を延ばすとともに、資産寿命も延

ばすことが大事です。 

l 高齢化による認知症や行動特性も踏まえ、認知機能

が正常なうちに金融面の対策をしていく必要があ

ります。 

l 具体的な方法は、常陽銀行にてご相談承りますので、

窓口にお越しください。 

l ご清聴ありがとうございました。 

 

 

会長の点鍾をもって閉会。 


